
 

【エドワーズ プレスリリース】 2019 年 3 月 20 日 
  エドワーズライフサイエンス株式会社 

血行動態モニター「ヘモスフィア」の新機能追加バージョンを発売 
患者さんの治療方針決定のために必要な情報に応じて、１台で複数のデバイスが接続可能に 
 
心臓弁膜症や血行動態*モニタリングを中心とした医療技術を提供するメーカーの日本法人、エドワーズライフサイ

エンス株式会社（東京都新宿区、代表取締役会長：ケイミン・ワング、以下エドワーズ）はこのほど、患者さんの血行動

態を監視するために使用されるモニター「ヘモスフィア」の新機能追加バージョンを発売しました。これまでは別のモニ

ターが必要だった、低侵襲で連続心拍出量**を測定できる「フロートラック センサー」も新たに接続可能になります。

複数の機器を「ヘモスフィア」のプラットフォームに接続できることで、様々な血行動態の指標をわかりやすく表示し、患

者さんの状態やニーズに応じて治療方針を最適化するための情報を医師に提供します。 
*血行動態とは、心臓から送り出される血液量や血液を循環させる心臓、血管の状態を指します。次ページ参照。 
**心拍出量とは、心臓が送り出す血液の量。麻酔中に患者さんの循環血液量を管理する「循環管理」の重要な指標のひとつ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

新機能追加バージョンのヘモスフィアで可能なこと 
 
・ 日本で主要な連続的心拍出量モニタリングデバイスとして使用されている*２つを含む、４つのデバイスと接続可

能。また接続の切り替えも、モジュールの選択とタッチパネルによるシンプルな操作で実現。 
*出典：矢野経済研究所、および「医療機器・用品年鑑 2018 年版（30 版・全 3 巻）No,1 市場分析編」アールアンドデイ 

・ 各指標はターゲットの範囲内・注意・警告、のいずれの段階にあるかが色別で表示され、医療従事者が、より直

観的・視覚的に患者状態を把握できるため、迅速な治療方針決定のサポートとなる。 
・ バッテリーによる稼働が可能なため、患者搬入時や緊急時、院内移動時など、電源が確保できないような様々な

場面においても、患者さんの血圧や心拍出量のモニタリングが実施できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＋ 
目的や使用状況に合わせて、 

４つのモニタリングデバイスが選択可能 

新規追加 

フロートラック センサー スワンガンツカテーテル 

エドワーズオキシメトリー

CV カテーテル 
CV オキシメトリー 

カテーテル・ペディアサット 

ヘモスフィア画面の例。各数値のターゲット範囲を緑・黄・赤に色分けすることにより、

患者さんの状態を視覚的に把握可能。 

ヘモスフィアの背面画像。モジュールの選択

とタッチパネルの操作により、シンプルにデ

バイスの切り替えが可能 



 

血行動態モニタリングの意義 
 
血行動態モニタリングとは、患者さんの心臓の動きや心臓が送り出す血液の量や流れの状態を監視することです。

そして血行動態モニタリングが特に重要な枠割を担うのは、麻酔（手術）や救急・集中治療室での治療のタイミングで

す。 
人体は酸素が欠乏すると数分で影響が表れ、生命維持に影響します。そのため血液を通じて各臓器へ十分な量の

酸素供給を維持することが不可欠です。特に手術中は麻酔薬の影響や出血など、様々な要因で患者さんの血液量や

血液の流れは刻一刻と変化します。 
そのため医師は様々なデバイスを使用して患者さんの血行動態を継続的に監視し、患者さんの臓器や組織に十分

な血液と酸素が送られているかを評価しています。そして患者さんの状態変化や問題に速やかに気づき、迅速に治

療方針を決定します。そうすることで、患者さんの各臓器の機能低下などを未然に防ぎ、また改善させるための治療

介入を行うことが可能になります。 
このように手術中は治療部位だけではなく、患者さんの全身の状態をモニタリングすることで、患者さんの生命を維

持し、手術の後もより速やかに回復できるよう、配慮されています。 
 
ヘモスフィアに接続可能な機器について 
 

 フロートラック センサー（新たに接続可能に） 
心臓手術以外でリスクの高い手術や低侵襲での心臓手術、および救急・集中治療領域において、連続的心

拍出量を測定します。患者さんに既に留置されている、動脈留置カテーテルに接続して使用します。 
 スワンガンツカテーテル 

主に心臓手術や重症の心疾患を抱えた患者さんの治療において、連続的心拍出量を測定します。カテーテ

ルは血流に沿って心臓の中を通り、尖端を肺動脈まで挿入して使用します。 
 エドワーズオキシメトリーCV カテーテル 

全身への血液循環、組織への酸素供給と酸素消費をリアルタイムにモニタリングするために使用します。患

者さんの首の静脈から挿入して使用します。 
 CV オキシメトリーカテーテル・ペディアサット 

上記エドワーズオキシメトリーCV カテーテルの小児用です。 
 

販売名（承認/認証番号） フロートラック センサー（21700BZY00348）、スワンガンツ・サーモダイリューション・カテーテル（ＣＣＯ／ＣＥＤＶ）（22800BZX00144）、エドワ

ーズオキシメトリーCV カテーテル（22800BZX00169）、CV オキシメトリーカテーテル・ペディアサット（22800BZX00195）。 

 
ヘモスフィアについて 
 
販売名：ヘモスフィア（認証番号：229AFBZX00009）  
価格：343 万 4 千円（税抜、モニタ本体・スタンド等含む。 

なお各種カテーテル用のモジュール等は含みません）  
表示可能な主要指標：心拍出量、混合／中心静脈血酸素飽和度、 

酸素運搬量、酸素消費量、ほか 
 

エドワーズライフサイエンスについて（https://www.edwards.com/jp/） 
カリフォルニア州アーバインに拠点を置くエドワーズライフサイエンスは、構造的心疾患とクリティカルケアモ

ニタリングに関する患者さんのためのイノベーションをリードする企業です。臨床医と共に医療のアンメットニー

ズ（まだ充たされないニーズ）を充たし、患者さんの健康に貢献することを目指しています。 

【報道関係者からのお問い合わせ先】 エドワーズライフサイエンス株式会社 広報室  緒方  令奈 
電話：03-6894-0640 e-mail： pr_jp@edwards.com 

【医療関係者からのお問い合わせ先】 エドワーズライフサイエンス株式会社 VCC 事業部 
電話：03-6894-0610  

https://www.edwards.com/jp/
mailto:pr_jp@edwards.com

